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鳥
取
県
に
お
け
る
宗
教
法
人
の
情
報
開
示

問
題
に
関
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会

が
主
催
、
鳥
取
県
仏
教
連
合
会
の
協
賛
に
よ

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
七
月
二
十
六
日
、
鳥
取

県
の
ホ
テ
ル
セ
ン
ト
パ
レ
ス
倉
吉
を
会
場
に

開
催
さ
れ
た
。

宗
教
関
係
者
を
は
じ
め
、
文
化
庁
宗
務
課
、

鳥
取
県
議
会
、
報
道
関
係
者
、
一
般
を
含
め
、

会
場
一
杯
の
百
五
十
余
名
の
参
加
で
、
こ
の

問
題
へ
の
関
心
の
高
さ
が
顕
れ
て
い
た
。
本

会
か
ら
櫻
井
英
幸
総
務
部
長
と
長
谷
川
正
浩

顧
問
弁
護
士
が
参
加
し
た
。

疋
田
哲
寿
鳥
取
県
仏
教
連
合
会
会
長
に
よ

る
開
会
挨
拶
の
後
、
第
一
部
と
し
て
二
名
の

講
師
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

初
め
に
、
瀧
山
親
則
鳥
取
県
総
務
部
長
よ

り
「
地
方
分
権
と
は
自
分
た
ち
の
こ
と
は
自

分
た
ち
で
決
め
て
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
従
っ
て
鳥
取
県
に
お
い
て
は
、
県

の
情
報
公
開
条
例
に
従
い
、
原
則
す
べ
て
の

情
報
を
公
開
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
侵
す
も
の
や
、
団
体
に
危
機
を
及

ぼ
す
も
の
は
非
公
開
と
し
て
い
る
。
国
と
県

市
町
村
と
は
対
等
の
立
場
で
あ
り
、
信
教
の

自
由
に
反
す
る
も
の
は
非
公
開
と
し
、
宗
教

法
人
法
を
遵
守
し
な
が
ら
開
示
し
て
い
る
」

と
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

あ
ら
い
け
ん

続
い
て
洗
建
駒
澤
大
学
教
授
よ
り
「
そ
も

そ
も
情
報
公
開
と
は
、
税
金
の
使
途
や
行
政

が
正
し
く
実
行
さ
れ
て
い
る
か
の
公
開
が
主

目
的
で
あ
り
、
民
間
の
情
報
開
示
が
主
目
的

で
は
な
い
。
宗
教
法
人
が
主
体
的
に
情
報
公

開
し
て
い
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
が
、
今

の
よ
う
に
宗
教
法
人
の
内
部
情
報
が
役
所
に

提
出
さ
れ
、
何
も
関
係
な
い
人
々
に
公
開
さ

れ
る
こ
と
は
、
行
政
の
不
当
関
与
で
あ
り
、

信
教
の
自
由
を
侵
す
こ
と
と
な
る
。
書
類
提

出
を
拒
否
し
、
宗
教
法
人
法
の
再
改
正
に
む

け
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
思
う
」
と

の
所
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

引
き
続
き
第
二
部
と
し
て
、
田
中
滋
龍
谷

大
学
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
六
名

の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

宮
城
泰
年
京
都
仏
教
会
常
務
理
事
か
ら
は

「
宗
教
法
人
に
対
す
る
行
政
の
内
部
干
渉
が

各
地
で
種
々
起
き
て
い
る
。
今
回
の
情
報
開

示
も
そ
の
一
例
と
い
え
る
。
書
類
非
提
出
を

貫
き
、
宗
教
法
人
法
の
再
改
正
を
強
く
要
求

し
て
い
く
べ
き
だ
」
と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ

た
。
さ
ら
に
宇
野
稔
日
本
基
督
教
団
東
中
国

教
区
総
会
議
長
か
ら
も
「
行
政
の
宗
教
法
人

へ
の
介
入
が
宗
教
活
動
を
後
退
さ
せ
て
し
ま

っ
て
い
る
。
宗
教
法
人
法
を
元
に
も
ど
す
こ

と
が
必
要
と
思
う
」
と
の
同
意
見
が
あ
っ
た
。

中
村
見
自
曹
洞
宗
宗
議
会
議
員
か
ら
は
「
情

報
公
開
に
関
し
、
国
と
県
の
方
針
が
違
う
こ

と
や
、
宗
教
法
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
が

開
示
さ
れ
る
こ
と
に
納
得
が
い
か
な
い
し
、

何
の
為
に
開
示
す
る
の
か
意
味
が
わ
か
ら
な

い
。
宗
教
法
人
法
の
改
正
が
間
違
っ
て
い
た

と
し
か
思
え
な
い
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

そ
れ
に
対
し
、
島
薗
進
東
京
大
学
教
授
は

「
宗
教
法
人
に
対
す
る
世
間
の
見
方
が
厳
し

い
こ
と
も
念
頭
に
置
く
と
、
宗
教
法
人
へ
の

あ
る
程
度
の
行
政
関
与
は
必
要
で
あ
る
と
思

う
。
し
か
し
、
現
在
の
よ
う
に
大
教
団
で
な

く
小
さ
な
宗
教
法
人
に
行
政
の
圧
力
が
か
か

っ
た
り
情
報
開
示
に
よ
る
迷
惑
が
及
ん
で
い

る
こ
と
は
お
か
し
い
状
況
と
言
え
る
。
宗
教

法
人
法
の
再
改
正
は
と
て
も
難
し
い
と
思
う

の
で
、
今
後
は
国
や
行
政
に
対
し
、
意
見
や

要
請
を
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

思
う
」
と
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
た
。

そ
し
て
、片
山
善
博
鳥
取
県
知
事
よ
り「
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
申
し
訳
な
く
思
う
。

し
か
し
、
情
報
公
開
に
よ
る
透
明
性
の
徹
底

が
自
分
の
基
本
方
針
で
あ
る
。
現
在
、
国
の

透
明
性
や
健
全
性
は
全
く
な
っ
て
い
な
い
。

県
の
財
政
や
行
政
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、

提
出
さ
れ
た
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
を
目
標

に
県
の
公
開
条
例
に
従
い
開
示
し
て
い
る
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
や
、
信
教
の
自
由

を
侵
す
こ
と
の
な
い
よ
う
注
意
を
し
て
い
る

が
、
間
違
い
が
あ
れ
ば
ど
の
部
分
の
開
示
が

ま
ず
い
の
か
、
具
体
的
に
御
意
見
を
出
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
再
検
討
も
す
る
し
、
公
開

条
例
を
手
直
し
し
て
い
く
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。
文
化
庁
よ
り
の
通
達
は
意
味
が
な
く
、

従
っ
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
宗
教
法
人
か
ら

の
毎
年
の
書
類
提
出
が
本
当
に
必
要
な
の
か

ど
う
か
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
と
思
う
」
と

の
意
見
表
明
が
な
さ
れ
た
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
問
題
の
本
質

を
理
解
す
る
上
で
、
異
な
る
立
場
か
ら
意
見

交
換
が
な
さ
れ
、
問
題
解
決
へ
の
大
き
な
前

進
で
あ
る
と
共
に
、
今
後
の
更
な
る
対
話
と

調
整
の
機
会
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
最

後
に
山
本
暢
春
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会

委
員
長
の
挨
拶
を
も
っ
て
閉
会
と
な
っ
た

全
日
本
仏
教
会
と
し
て
は
、
日
本
宗
教
連

盟
と
連
帯
し
、
文
化
庁
と
意
見
交
換
し
て
い

く
と
共
に
、
宗
教
法
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と

信
教
の
自
由
に
つ
い
て
研
究
を
重
ね
て
い
く

予
定
で
あ
る
。
国
（
文
化
庁
）
と
鳥
取
県
の

方
針
や
意
見
の
違
い
が
根
本
の
問
題
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
鳥
取
県
に
対
し
て
も
県
の
情
報
公

開
に
対
す
る
姿
勢
や
条
例
に
不
適
切
な
部
分

が
あ
れ
ば
具
体
的
に
指
摘
し
、
意
見
を
述
べ

て
い
き
た
い
。

鳥
取
県
知
事
を
パ
ネ
ラ
ー
に
、宗
教
法
人
の
情
報
開
示
に

関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
主
催
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八
月
四
日
、
比
叡
山
延
暦
寺
一
隅
を
照

ら
す
会
館
広
場
を
会
場
に
恒
例
の
比
叡
山

宗
教
サ
ミ
ッ
ト
「
世
界
平
和
祈
り
の
集

い
」
が
開
催
さ
れ
、
十
七
周
年
を
迎
え
た
。

本
会
か
ら
は
里
見
達
人
理
事
長
、
山
本
観

晃
社
会
部
次
長
が
出
席
し
た
。
今
年
は
、

台
風
の
影
響
で
例
年
に
な
く
涼
し
い
気
候

の
中
で
の
開
催
と
な
り
、
会
場
に
は
七
百

名
が
集
っ
た
。

式
典
で
は
、
は
じ
め
に
西
郊
良
光
天
台

宗
宗
務
総
長
が
開
式
の
辞
を
述
べ
、
続
い

て
「
天
台
青
少
年
比
叡
山
の
集
い
」
で
登

叡
し
て
い
る
全
国
の
中
学
生
百
七
十
名
が

次
々
と
登
壇
し
、
舞
台
中
央
の
万
国
旗
を

左
右
に
掲
げ
て
世
界
平
和
を
祈
っ
た
。

延
暦
寺
僧
侶
に
よ
る
法
楽
に
続
い
て
、

渡
邊
惠
進
天
台
座
主
が
イ
ラ
ク
や
パ
レ
ス

チ
ナ
で
の
紛
争
を
憂
い
「
世
界
の
平
和
と

全
人
類
の
幸
福
を
願
う
私
た
ち
宗
教
者
は
、

地
上
の
六
十
億
の
全
て
の
人
た
ち
が
、
お

互
い
に
助
け
合
い
喜
び
あ
え
る
日
が
到
来

す
る
ま
で
、
宗
教
の
教
義
の
垣
根
を
越
え

て
祈
り
、
力
を
合
わ
せ
て
行
動
を
起
こ
さ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
各
代
表
十
五
名
が
登
壇
し
、

会
場
の
参
加
者
全
員
も
起
立
し
て
梵
鐘
の

音
を
合
図
に
黙
祷
し
て
平
和
の
祈
り
を
捧

げ
た
。
法
相
宗
管
長
で
本
会
副
会
長
の
安

田
暎
胤
師
が
「
平
和
を
語
る
」
の
中
で
、

「
自
分
の
所
属
す
る
宗
教
や
宗
派
の
布
教

の
み
な
ら
ず
、
世
界
平
和
に
向
け
て
の
宗

教
間
の
対
話
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、

お
互
い
の
宗
教
を
理
解
す
れ
ば
、
対
立
が

な
く
な
り
友
情
が
生
ま
れ
ま
す
」
と
語
っ

た
。
さ
ら
に
、
ロ
ー
マ
教
皇
庁
諸
宗
教
対

話
評
議
会
と
中
国
仏
教
教
会
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
、
最
後
に
森
定
慈
芳

延
暦
寺
執
行
が
、
平
和
へ
の
道
程
の
厳
し

さ
を
説
く
と
共
に
、
参
加
者
に
日
々
の
精

進
を
呼
び
掛
け
た
。

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
十
七
周
年

世
界
平
和
祈
り
の
集
い

右より里見達人本会理事長、山本孝圓天台眞盛宗
管長（本会副会長）、桶屋良祐念法眞教教務総長

七
月
三
十
・
三
十
一
日
の
両
日
、（
社
）

日
本
仏
教
保
育
協
会
主
催
の
第
二
十
八
回

全
国
仏
教
保
育
滋
賀
大
会
が
米
原
の
滋
賀

県
立
文
化
産
業
交
流
会
館
を
主
会
場
に
開

催
さ
れ
た
。

今
大
会
の
テ
ー
マ
は
「�
水
�
そ
れ
は

�
い
の
ち
�
―
自
然
と
の
共
生
に
羽
ば
た

く
次
世
代
の
育
成
―
」
〜
仏
教
保
育
の
原

点
に
視
点
を
当
て
て
〜
と
題
し
、
全
国
の

仏
教
保
育
の
現
場
の
方
々
約
五
百
名
が
参

加
し
た
。

開
会
式
で
は
、声
楽
家
の
花
月
真
師（
浄

土
真
宗
本
願
寺
派
）
と
同
派
の
混
声
合
唱

団
に
よ
る
三
帰
依
文
、
仏
讃
歌
を
用
い
た

音
楽
法
要
が
営
ま
れ
、
地
元
の
園
児
や
参

加
者
代
表
、
来
賓
が
舞
台
上
で
献
灯
・
献

花
を
行
っ
た
。
続
い
て
成
田
有
恒
大
会
会

長（
本
会
副
会
長
）の
式
辞
、
上
村
映
雄
大

会
委
員
長
が
挨
拶
し
、
静
永
進
瑞
実
行
委

員
会
委
員
長
が
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
た
。

次
に
、
大
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
、「
保

育
の
低
年
齢
化
、
長
時
間
化
、
子
育
て
の

外
注
化
、
あ
る
い
は
幼
児
虐
待
の
傾
向
に

対
し
施
設
と
し
て
の
仏
教
保
育
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
、�
慈
悲
と
智
慧
�
の
仏
教
の

心
を
保
育
の
心
と
し
、
全
力
を
つ
く
す
」

と
宣
言
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
山
折
哲
雄
氏
（
宗
教

学
者
）
が
「
恐
ろ
し
い
童
子
、
優
し
い
童

子
」
と
題
し
講
演
。
そ
の
後
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
狂
言
師
・
木
村
正
雄
氏
が

能
狂
言
「
琵
琶
の
湖
」
を
舞
っ
た
。
そ
の

後
、
会
場
を
長
浜
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
移

し
、
懇
親
会
が
催
さ
れ
た
。

翌
日
、
参
加
者
は
「
仏
教
保
育
は
何
を

め
ざ
す
か
」、「
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

地
域
と
の
関
わ
り
」
な
ど
、
十
三
の
分
科

会
に
分
か
れ
研
鑽
を
積
み
、
午
後
解
散
と

な
っ
た
。

第
二
十
八
回
全
国
仏
教
保
育
滋
賀
大
会

〜
仏
教
保
育
の
原
点
に
視
点
を
当
て
て
〜

式辞を述べる成田有恒大会会長
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六
月
八
〜
十
日
、
鎌
倉
の
浄
土
宗
大
本

山
光
明
寺
を
主
会
場
で
、
日
韓
仏
教
交
流

協
議
会
主
催
・
本
会
後
援
、
第
二
十
五
回

日
韓
仏
教
文
化
交
流
光
明
寺
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。
大
会
に
は
、
日
本
・
韓
国
両
国

よ
り
約
三
百
名
が
参
加
し
た
。

初
め
に
両
国
の
代
表
が
参
加
し
て
の
平

和
祈
願
法
要
を
厳
修
。
船
岡
芳
昭
日
韓
仏

教
交
流
協
議
会
事
務
総
長
が
開
会
の
辞
を

述
べ
、
両
国
の
婦
人
部
代
表
に
よ
る
献
灯

献
花
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
宮
林
昭
彦
日
韓
仏
教
交
流
協
議

会
会
長
、
李
泓
坡
・
韓
日
仏
教
文
化
交
流

協
議
会
理
事
長
が
代
表
し
て
表
白
文
を
奉

読
し
、
両
国
の
親
善
と
世
界
平
和
を
祈
念

し
た
。
次
に
、
本
会
藤
井
日
光
会
長
の
祝

辞
を
壽
山
良
光
国
際
文
化
部
部
長
が
代
読

し
た
。

午
後
の
基
調
講
演
で
は
、「
祈
り
と
救

い
」
を
テ
ー
マ
に
鷲
見
定
信
師
（
大
正
大

学
助
教
授
）
が
「
供
養
と
救
い
」、
韓
国

の
韓
普
光
教
授
（
東
国
大
学
仏
教
大
学
院

院
長
）
が
「
祈
願
と
救
援
」
と
題
し
講
演

さ
れ
た
。

大
会
の
共
同
宣
言
で
は
、
中
東
に
お
け

る
異
宗
教
間
の
戦
争
と
テ
ロ
が
世
界
各
地

で
飛
び
火
す
る
中
、
異
な
る
価
値
観
を
も

許
容
し
拝
み
合
う
縁
起
世
界
の
釈
尊
の
教

え
を
広
め
、
両
国
の
関
係
強
化
と
と
も
に

人
種
的
偏
見
・
宗
教
・
信
条
の
異
な
り
が

あ
ろ
う
と
人
を
お
と
し
め
る
行
為
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
両
国
の
第
二
次

世
界
大
戦
の
戦
禍
の
犠
牲
に
な
っ
た
韓
国

出
身
戦
没
者
の
韓
国
へ
の
遺
骨
奉
還
の
推

進
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。

ま
た
翌
日
に
は
、
東
京
の
祐
天
寺
を
訪

問
し
日
韓
の
戦
没
者
追
悼
の
慰
霊
法
要
が

営
ま
れ
た
。

共
同
宣
言
を
発
表
す
る
船
岡
芳
昭
事
務
総
長
と

全
南
亭
事
務
総
長

第
２５
回
日
韓
仏
教
文
化
交
流
光
明
寺
大
会

七
月
五
日
、
東
京
内
幸
町
の
イ
イ
ノ
ホ
ー

ル
で
日
本
仏
教
鑽
仰
会
主
催
・
本
会
後
援
、第

六
十
二
回
東
京
お
盆
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
た
。

式
典
で
は
、
片
岡
英
信
日
本
仏
教
鑽
仰
会

理
事
が
開
会
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
赤
羽
法
善

寺
保
育
園
園
児
に
よ
る
献
灯
献
花
の
後
、
お

盆
の
歌
を
斉
唱
。
次
に
、
中
山
静
麿
日
本
仏

教
鑽
仰
会
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
奈
良
慈
徹

本
会
社
会
部
長
、
大
谷
博
通
東
京
都
仏
教
連

合
会
理
事
長
が
来
賓
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

休
憩
を
挟
ん
で
時
宗
総
本
山
遊
行
寺
法
主

他
阿
真
円
上
人
の
導
師
の
も
と
一
山
の
出
仕

で
お
盆
の
法
要
が
営
ま
れ
、
記
念
法
話
を
長

島
尚
道
師
（
時
宗
学
頭
）
が
「
一
遍
上
人
と

御
賦
算
（
お
札
く
ば
り
）」と
題
し
講
演
。

続
い
て
献
舞
「
日
本
舞
踊
」
や
デ
キ
シ
ー

ラ
ン
ド
・
ジ
ャ
ズ
の
演
奏
が
行
わ
れ
た
。
約

四
百
名
の
参
加
者
で
盛
会
で
あ
っ
た
。

日
本
仏
教
鑽
仰
会

東
京
お
盆
ま
つ
り挨拶する中山静麿理事長

七
月
六
日
、
曹
洞
宗
宗
務
庁
で
「
日

本
在
住
南
ア
メ
リ
カ
諸
国
人
先
亡
者
慰

霊
追
悼
法
要
」
が
厳
修
さ
れ
た
。

現
在
、
南
米
か
ら
の
国
内
就
労
者
数

は
約
四
〇
万
人
以
上
が
お
り
、
年
間
八

百
人
以
上
の
方
々
が
日
本
国
内
で
亡
く

な
ら
れ
て
い
る
。
曹
洞
宗
で
は
、
南
米

開
教
百
周
年
を
契
機
に
慰
霊
法
要
を
営

ん
だ
。

ま
た
、
八
月
に
は
ペ
ル
ー
共
和
国
リ

マ
市
で
日
本
国
内
に
在
住
し
て
い
た
南

米
出
身
者
の
先
亡
の
方
々
の
追
悼
慰
霊

法
要
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

日
本
在
住
南
ア
メ
リ
カ
諸
国
人

先
亡
者
慰
霊
追
悼
法
要

残暑お見舞申し上げます

兵
庫
県
仏
教
会

会

長

雲

井

世

雄

副

会

長

大

谷

昭

世

同

足

立

有

教

同

浜

田

諭

稔

神
戸
市
兵
庫
区
北
逆
瀬
川
町
一
―
三
九

能
福
寺
内

〒
６５２
―

０８３７

〇
七
八（
六
五
二
）一
七
一
五
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六
月
十
七
・
十
八
日
、
秋
田
県
大
館
市

の
秋
北
ホ
テ
ル
を
会
場
に
、「
一
九
四
五

年
六
月
秋
田
県
花
岡
鉱
山
の
鹿
島
組
事
業

所
で
、
強
制
連
行
さ
れ
て
過
酷
な
労
働
に

従
事
し
て
い
た
中
国
人
労
働
者
が
蜂
起
し
、

残
酷
に
鎮
圧
さ
れ
た
事
件
（
広
辞
苑
）」で

あ
る
「
花
岡
事
件
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

第
十
四
回
同
和
推
進
担
当
者
研
修
会
が
開

催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
本
会
加
盟
団
体
よ

り
三
十
名
で
あ
っ
た
。

十
七
日
午
後
よ
り
、
深
澤
信
善
同
和
委

員
会
委
員
長
の
開
会
挨
拶
に
続
い
て
、
奥

山
昭
五
氏
（
花
岡
の
地
・
日
中
不
再
戦
友

好
碑
を
ま
も
る
会
代
表
）
の
講
演
が
、
翌

日
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
た
め
の
事
前

学
習
と
し
て
行
わ
れ
た
。

奥
山
氏
は
、「
花
岡
事
件
」
を
狭
義
に

は
、「
一
九
四
五
年
六
月
三
十
日
（
七
月

一
日
の
説
も
有
り
）
に
起
こ
っ
た
中
山
寮

（
収
容
所
）
の
中
国
人
の
一
斉
蜂
起
に
関

す
る
で
き
ご
と
」、
広
義
に
は
、「
鹿
島
組

花
岡
事
業
場
へ
連
行
さ
れ
た
約
千
人
の
中

国
人
た
ち
に
起
こ
っ
た
約
二
十
ヶ
月
間
に

わ
た
る
出
来
事
の
総
体
」
と
定
義
し
、
当

時
の
中
国
人
強
制
連
行
の
背
景
と
一
斉
蜂

起
に
至
る
花
岡
事
件
の
詳
細
、
強
制
連
行

さ
れ
た
中
国
人
の
劣
悪
な
生
活
環
境
・
酷

使
・
虐
待
な
ど
の
実
態
、
戦
後
の
事
件
に

対
す
る
日
本
政
府
・
企
業
・
占
領
軍
の
対

応
、
花
岡
事
件
殉
難
者
の
遺
骨
発
掘
と
送

還
運
動
、
日
中
不
再
戦
友
好
碑
の
建
立
に

至
る
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
細
な
解
説

を
さ
れ
た
。

講
演
終
了
後
、「
ま
も
る
会
」
の
方
々

に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
は
三

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
分
散
会
を
開
き
、

活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
分
散
会
の

終
了
後
に
は
再
度
全
員
が
集
合
し
、
全
体

会
に
て
各
分
散
会
の
報
告
者
か
ら
ま
と
め

の
報
告
を
受
け
た
。

夜
に
は
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
奥
山
氏

を
は
じ
め
と
す
る
「
ま
も
る
会
」
の
方
々

・
参
加
者
・
事
務
局
が
参
加
し
、
懇
親
を

深
め
た
。

十
八
日
朝
、
参
加
者
は
、
バ
ス
に
て
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
出
発
し
、
中
山
寮
跡

（
滝
の
沢
第
二
ダ
ム
）
・
日
中
不
再
戦
友

好
碑
・
共
楽
館
跡
碑
な
ど
「
花
岡
事
件
」

関
連
の
各
所
を
回
り
な
が
ら
、「
ま
も
る

会
」
の
方
々
か
ら
解
説
を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
中
国
人
殉
難
者
供
養
塔
の
あ
る
曹

洞
宗
信
正
寺
に
お
い
て
、
参
加
者
全
員
に

よ
り
三
帰
依
文
唱
和
、
焼
香
を
行
っ
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
終
了
し
昼
食
後
、

バ
ス
で
青
森
空
港
に
移
動
し
、
空
港
に
て

解
散
し
た
。

今
回
の
研
修
会
に
つ
い
て
、
参
加
者
か

ら
は
、「
花
岡
事
件
」
に
つ
い
て
は
じ
め

て
知
る
こ
と
が
で
き
よ
か
っ
た
、
奥
山
氏

を
は
じ
め
と
す
る
「
ま
も
る
会
」
の
方
々

の
努
力
へ
の
敬
意
や
、
今
後
も
継
続
し
て

扱
っ
て
ほ
し
い
と
の
声
が
あ
っ
た
。

花
岡
事
件
を
テ
ー
マ
に
秋
田
で
現
地
研
修

第
十
四
回
同
和
推
進
担
当
者
研
修
会

日本不再戦友好碑前で説明を受ける参加者

ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復
事
業

篤
志
支
援
者
ご
芳
名

現
在
、
本
事
業
大
詰
め
の
作
業
で
あ
る
『
マ
ヤ

堂
遺
跡
考
古
学
発
掘
調
査
最
終
報
告
書
』
の
発
刊

等
に
鋭
意
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

長
期
に
亘
る
難
事
業
推
進
の
た
め
、
事
業
資
金

が
不
足
を
来
た
し
て
お
り
誠
に
恐
縮
で
す
が
皆
さ

ま
に
事
業
資
金
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

・
臨
済
宗
相
国
寺
派
相
国
寺
様

金
、
七
萬
三
千
円

〈
五
月
十
一
日
〜
八
月
十
日
受
付
順
〉

【
篤
志
の
振
込
先
口
座
番
号
】

＊
郵
便
局
〇
〇
一
三
〇
―
六
―
三
七
六
〇
〇

加
入
者
名

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

※
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
協
力
金
と
明
記
下
さ
い
。

＊
銀
行
口
座
三
井
住
友
銀
行
浜
松
町
支
店

普
通
預
金
口
座

七
七
〇
三
五
八

口
座
名
義
財
団
法
人

全
日
本
仏
教
会

※
振
込
手
数
料
を
差
し
引
い
て
お
振
込
下
さ
い
。

●
本
件
に
関
す
る
お
問
い
合
せ

（
財
）全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局
国
際
文
化
部

電
話
〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五
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七
月
十
一
日
に
行
わ
れ
た
第
二
十
回
参
議

院
議
員
選
挙
で
は
、
五
月
二
十
七
日
の
理
事

会
で
協
議
の
結
果
、
本
会
の
推
薦
を
必
要
と

す
る
立
候
補
（
予
定
者
）
者
に
対
し
、「
本

会
の
意
義
・
目
的
や
活
動
を
理
解
し
、
支
援

・
協
力
が
で
き
る
よ
う
政
治
に
取
り
組
む
」

旨
の
誓
約
書
の
提
出
に
加
え
、
人
物
本
意
で

推
薦
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

今
回
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
は
、
全
国
で

合
わ
せ
て
三
百
二
十
名
が
立
候
補
し
、
本
会

か
ら
は
、
二
十
七
名
を
推
薦
し
た
。
そ
の
内
、

当
選
者
は
十
八
名
（
自
由
民
主
党
九
名
、
民

主
党
九
名
）
で
あ
っ
た
。

投
票
率
は
前
回
を
わ
ず
か
に
上
回
る
五
六

・
三
％
、
民
主
党
が
大
幅
に
議
席
を
伸
ば
し
、

獲
得
数
は
選
挙
区
・
比
例
区
と
も
に
一
位
と

な
っ
た
。
自
由
民
主
党
は
、
改
選
前
よ
り
一

議
席
減
の
四
十
九
議
席
、
他
の
政
党
は
低
迷

し
、
二
大
政
党
制
の
流
れ
が
見
え
る
構
図
と

な
っ
た
。

今
後
、
本
会
の
推
薦
し
た
参
議
院
議
員
や

昨
年
推
薦
の
衆
議
院
議
員
の
方
々
と
情
報
交

換
の
場
を
持
ち
、
本
会
の
活
動
に
協
力
を
要

請
し
て
い
く
予
定
。

第
二
十
回
参
議
院
議
員
選
挙

推
薦
結
果
報
告

八
月
三
日
、
本
会
は
「
首
相
及
び
閣
僚
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
中
止
の
要
請
」
を

小
泉
純
一
郎
首
相
宛
に
提
出
し
た
。
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十
二
日
▼
日
宗
連
幹
事
会

二
十
一
日
▼
事
務
総
局
局
内
会
議

▼
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
（
国
連
難
民
高
等

弁
務
官
事
務
所
）
事
務
官
来
局

二
十
二
日
▼
法
律
相
談
室

▼
自
由
民
主
党
来
局

▼
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
主
催
平
和
問
題
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
出
席

▼
局
内
会
議

二
十
六
日
▼
信
教
の
自
由
と
政
教
分
離
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
出
席

二
十
七
日
▼
改
革
推
進
委
員
会

▼
仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
企

画
委
員
会
出
席

二
十
八
日
▼
同
和
委
員
会

二
十
九
日
▼
「
い
ま
平
和
を
求
め
て
」
討
論

集
会
出
席

▼
ル
ン
ビ
ニ
ー
冊
子
編
集
会
議

▼
滋
賀
県
仏
教
会
訪
問

三
十
日
▼
日
宗
連
理
事
会

▼
全
国
仏
教
保
育
滋
賀
大
会
出
席

三
日
▼
首
相
へ
「
首
相
及
び
閣
僚
の
靖
国
神

社
公
式
参
拝
中
止
の
要
請
書
」
提
出

四
日
▼
比
叡
山「
世
界
平
和
祈
り
の
集
い
」出
席

▼
真
宗
大
谷
派
禿
信
行
東
京
教
区
教
務

所
長
来
局

五
日
▼
宗
教
教
育
推
進
特
別
委
員
会
研
究
部

会

六
日
▼
事
務
総
局
局
内
会
議

▼
エ
イ
ズ
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
出
席

就
任

常
務
理
事

浅
井
侃
雄
（
真
言
宗
豊
山
派
）

税
務
委
員

五
辻
信
行
（
真
宗
大
谷
派
）

同
和
委
員

杉
本
了
恵
（
真
宗
大
谷
派
）

信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員

西
村
真
海
（
真
言
宗
豊
山
派
）

国
際
委
員

青
木
慶
光
（
真
言
宗
豊
山
派
）

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員

中
川
祐
聖
（
真
言
宗
豊
山
派
）

退
任

常
務
理
事

大
塚
惠
章
（
真
言
宗
豊
山
派
）

税
務
委
員

舘

寿
人
（
真
宗
大
谷
派
）

同
和
委
員

橘

秀
憲
（
真
宗
大
谷
派
）

信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員

鈴
木
道
雄
（
真
言
宗
豊
山
派
）

国
際
委
員

名
取
芳
彦
（
真
言
宗
豊
山
派
）

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員

鴇

晃
秀
（
真
言
宗
豊
山
派
）

本会主催 教化セミナーのご案内 仏教NGOネットワーク（BNN）
研修セミナー「いま、子どもたちがあぶない」
「イラン地震報告会」●急増する幼児・少年事件を通して

心の在り方を見つめる 昨年末イラン南東部バム市を中心とする大地
震がおこり、多くの死傷者がでましたのはご存
じのことと思います。全日本仏教会は被災者救
援の為、専用口座を開設し広く協力を呼びかけ
皆さまの支援金をBNNに寄託いたしました。
今セミナーは、現地で子ども達への支援をコ

ーディネートしたシャンティ国際ボランティア
会（BNN会員）の関尚士さんを迎え報告会を開
催いたします。

日時：９月１４日（火）午後２時～４時
会場：慈母会館（新宿区大京町３１）

〈JR総武線千駄ヶ谷・
信濃町駅から徒歩５分〉

参加費：BNN会員無料、非会員は５００円
報告者：関尚士氏
※お申込は下記事務局へ郵送かFAXで
【お申込み・お問い合せ】
仏教NGOネットワーク事務局
〒１３５‐００２４東京都江東区清澄３‐４‐２２
TEL/FAX ０３（３８２０）７３２３
URL : http : //www.bnn.ne.jp/

昨今のこどもに関する悲惨な事件が毎日のように報道され
ています。事件に巻き込まれた子ども、あるいは事件を起こ
してしまった子ども、そして家族の苦悩は計り知れないもの
であることでしょう。「いのち」の尊さをこどもたち、そし
て世の中に訴えて行かなくてはなりません。私たちは、今い
のちの大切さを考え、具体的に何をしていかなければならな
いのでしょう。

日 時：平成１６年１０月２９日（金）
９時３０分～１２時３０分（９：００受付予定）

会 場：ホテルパシフィック東京
（品川駅前高輪口正面）
〒１０８‐８５６７東京都港区高輪３‐１３‐３
TEL０３‐３４４５‐６７１１

対 象：一般・加盟団体関係者
申込み方法：FAX・ハガキで住所・氏名・人数をお書きの

上、下記事務総局までお申込下さい

【お申込み・お問い合せ】
（財）全日本仏教会事務総局社会部
〒１０５‐００１１東京都港区芝公園４‐７‐４ 明照会館内
TEL０３（３４３７）９２７５ FAX０３（３４３７）３２６０

事
務
総
局
録
事

七
月
（
十
一
〜
三
十
一
日
）

人
事

八
月
（
一
〜
十
日
）
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集中豪雨災害に対する救援金のお願い

二
〇
〇
四
年
九
月
一
日
発
行

九
月
号

第
五
〇
一
号

新
潟
・
福
島
・
福
井
各
県
で
百
ケ
寺
を
越
す
被
害

７
月
１３
日
か
ら
の
梅
雨
前
線
に
伴
う
豪
雨

に
よ
り
新
潟
県
、
福
島
県
の
山
間
部
の
市
町

村
で
河
川
が
決
壊
し
、
寺
院
の
流
失
や
床
上

浸
水
な
ど
死
傷
者
が
出
る
多
大
の
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
１８
日
か
ら
は
、
福

井
県
嶺
北
地
域
で
も
床
上
浸
水
、
家
屋
の
倒

壊
、
死
傷
者
が
出
る
な
ど
広
範
な
地
域
に
及

ん
で
い
ま
す
。

加
盟
団
体
の
所
属
寺
院
の
被
害
状
況
は
、

曹
洞
宗
約
４０
ヶ
寺
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
３６

ヶ
寺
、
真
宗
大
谷
派
７
ヶ
寺
、
日
蓮
宗
８
ヶ

寺
、
天
台
宗
９
ヶ
寺
、
真
言
宗
智
山
派
１７
ヶ

寺
、
真
言
宗
豊
山
派
１２
ヶ
寺
、
法
華
宗
陣
門

流
寺
院
等
、
１
０
０
ヶ
寺
を
超
え
る
被
害
が

及
ん
で
い
ま
す
。
新
潟
県
の
日
蓮
宗
・
妙
栄

寺
で
は
本
堂
を
含
め
全
壊
。
真
宗
大
谷
派
・

光
勝
寺
は
庫
裡
の
床
上
浸
水
、
門
徒
に
死
者

が
で
て
お
り
、
真
言
宗
豊
山
派
法
華
寺
・
宝

光
院
で
は
本
堂
の
屋
根
を
残
し
半
壊
。
法
華

宗
陣
門
流
総
本
山
本
成
寺
も
床
上
浸
水
。
ま

た
、
檀
家
・
信
徒
の
方
々
に
も
多
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
復
旧
に
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整

備
や
住
宅
の
仮
設
な
ど
様
々
な
問
題
と
時
間
、

費
用
を
要
す
事
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
猛
暑

の
中
、
被
災
地
の
方
々
の
生
活
は
、
如
何
ば

か
り
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
一
日
も
早
く
、

平
常
の
生
活
に
戻
ら
れ
る
こ
と
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

本
会
と
致
し
ま
し
て
は
、
７
月
２３
日
に
新

潟
県
仏
教
会
・
福
島
県
仏
教
会
・
福
井
県
仏

教
会
へ
お
見
舞
い
金
と
し
て
各
三
十
万
円
を

ご
送
金
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
加
盟
団
体

並
び
に
一
般
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
回
の
災
害

に
遭
わ
れ
た
各
県
の
方
々
、
各
御
寺
院
に
対

し
、
救
援
の
一
助
と
し
て
義
捐
金
の
ご
協
力

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記

義
捐
金
受
付
期
間

７
月
２０
日
か
ら
１０
月
１５
日
ま
で

義
捐
金
受
入
口
座

郵
便
振
替
口
座

口
座
名
義

財
団
法
人

全
日
本
仏
教
会

口
座
番
号
０
０
１
３
０－

６－

３
７
６
０
０

※
通
信
欄
に
「
義
捐
金
」
と
ご
明
記
下
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

財
団
法
人

全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
３（
３
４
３
７
）９
２
７
５

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
３（
３
４
３
７
）３
２
６
０

【
支
援
者
一
覧
】

・
金
峯
山
修
験
本
宗

・
臨
済
宗
相
国
寺
派

・
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

・
黄
檗
宗

・
青
森
県
仏
教
会

・
山
梨
県
仏
教
会

・
真
言
三
宝
宗

・
静
岡
県
仏
教
会

・
群
馬
県
仏
教
連
合
会

・
岐
阜
県
仏
教
会

・
天
台
眞
盛
宗
総
本
山
西
教
寺

・
徳
島
県
仏
教
会

・
滋
賀
県
仏
教
会

・
天
台
寺
門
宗

・
全
日
本
仏
教
会
職
員
会

（
八
月
十
三
日
現
在
）

（
計
一
、〇
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

発
行
人

齋
藤
明
聖

発
行
所

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
一
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四

電
話
〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五

U
R
L:http://w

w
w
.jbf.ne.jp/

●鎌倉復興期のみほとけ●（財）仏教伝道協会設立４０周年記念

興福寺「国宝展」開催「講演と音楽の夕べ」開催
２０１０年に創建１３００年を迎える奈良・興福寺は現
在に伝わる鎌倉復興期の諸尊や寺宝を紹介し、興
福寺再興の歴史を検証する展覧会を開催します。
開催日：９月１８日～１１月３日

１０：００～１７：００ 月曜日休館
会 場：東京藝術大学大学美術館

東京都台東区上野公園１２‐８
閲覧料：一般 １３００円

高校・大学生 ８００円
中学生以下無料

主 催：東京藝術大学
法相宗大本山興福寺他

お問い合せ：ハローダイヤル ０３（５７７７）８６００

第３８回仏教伝道文化賞受賞者記念とし
て、受賞者である五木寛之氏（作家）と嶋野
榮道師（臨済宗南禅寺派住職）両名の講演
と斉藤暎美氏（エレクトーン奏者）、趙国良氏
（コンサートマスター）を迎え音楽の夕べを楽
しむイベントです。

開催日：１０月７日（木）１８：３０開演
会 場：ゆうぽうと

〈東京・五反田駅徒歩５分〉
入場料：３０００円
主 催：（財）仏教伝道協会
後 援：（財）全日本仏教会
お問い合せ：仏教伝道協会 ０３（３４５５）５８５１

国宝 木造無著菩薩立像
運慶工房
１２０８（承元２）年～１２１２（建暦２）年
興福寺蔵

�������印度山日本寺・カレンダー募金
カレンダー募金は、印度山日本寺（インド）に併設

される無料医療（光明施療院）と無料保育（菩提樹

学園）の運営に当てられます。世界最古の仏像の一

つといわれるカニシカ王のコイン、ガンダーラ様式の

仏頭等、世界で最も美しい釈尊像の数 で々す。

２００５年度カレンダー １部 １８００円

【申し込み先・問い合せ】

（財）国際仏教興隆協会

東京都目黒区中目黒５‐２４‐５３

TEL０３（３７１１）７６０８

本会ホームページに
加盟団体行事を
お載せします
●情報を随時募集中です！
http : //www.jbf.ne.jp

当ホームページを加盟団体
の情報提供の場としてご利
用下さい。

サイズ：横２９．７cm×縦４２cm
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